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平成１６年３月期中間決算の業績予想の修正

平成１６年３月期中間決算の業績予想について、以下のとおり修正します。

１． 平成１６年３月期中間決算の業績予想の修正
（単位：億円）

連結 単体
経常
収益

経常
利益

中間
純利益

経常
収益

経常
利益

中間
純利益

前 回 予 想       (A)（※1） 950 85 50 800 80 50
今回修正予想       (B) 950 120 150 800 120 150

増 減 額       (B-A) 0 35 100 0 40 100
増 減 率       0.0% +41.1% +200.0% 0.0% +50.0% +200.0%
（※１）平成１５年５月２６日に発表したもの

２．修正の理由

（１） 経常利益

当社単体の経常利益については、修正業務純益（信託勘定償却前・一般貸倒引当金繰入前

業務純益）が増加したこと、与信関係費用が計画比低水準に留まる見込であることを主

因に、前回予想を上方修正するものです。

当社連結の経常利益についても、上記の単体予想の修正に沿った変更を行なっており

ます。

（２） 中間純利益

当社単体の中間純利益については、前述の要因に加え、本日の東京都議会において成

立した改正条例による事業税還付の見込などにより、前回予想を上方修正するものです。

当社連結の中間純利益についても、上記の単体予想の修正に沿った変更を行なってお

ります。

３． 平成１６年３月期通期の業績予想

平成１６年３月期通期の業績予想については、１１月に予定しております中間決算の業

績発表の際に、必要に応じ修正の上、公表いたします。

以  上



【参考資料】

平成１６年３月期中間決算の業績予想の概要 <※1>

（単位：億円）

◇ 修正業務純益は２５０億円程度となり、国債等債券関係損益の好調や、経費の削減など

により、前回予想比１０億円程度増加する見込みです。

◇ 与信関係費用は９０億円程度となり、不良債権の新規発生が当初予想比下回ったことや、

昨年度の前倒し処理の効果などにより、前回予想比２０億円程度減少し、修正業務純益

の約１/３の水準まで減少する見込みです。

◇ 中間純利益は、上記の要因に加えて、本日の東京都議会において成立した改正条例によ

る事業税還付の見込などにより、前回予想比１００億円程度増加し、１５０億円程度に

なる見込みです。

◇ 東京都外形標準課税訴訟の訴訟上の和解成立による還付税金は３９億円、還付加算金は

２億円となる見込みです。

◇ なお、繰延税金資産については、前期に引き続き、この中間期においても将来所得の厳

格な見積りのもと保守的に計上し、自己資本の質的向上に努めております。

以  上

前回予想
（A）

今回修正予想
（B）

増減額
（B－A）

 修 正 業 務 純 益         <※2>        ２４０        ２５０          １０

 与 信 関 係 費 用        （△）        １１０          ９０       △ ２０

 株 式 等 損 益                   ０            ０            ０

 経 常 利 益                 ８０        １２０          ４０

 中 間 純 利 益                 ５０        １５０        １００

<※1>企業再生専門子会社（みずほｱｾｯﾄ）合算ﾍﾞｰｽ

<※2>信託勘定償却前・一般貸倒引当金繰入前業務純益

 連結自己資本比率   １１％台後半


